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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　出力にスイッチを有する電源であって、前記スイッチを介して並列に接続される複数の
電源と、
　前記複数の電源それぞれの出力電圧と、前記スイッチを介して並列接続された前記複数
の電源全体の出力電圧とに基づいて、前記複数の電源において不具合が発生した電源を判
定する判定部と、
　を備える電源装置。
【請求項２】
　前記判定部は、
　前記複数の電源それぞれの出力電圧と、前記スイッチを介して並列接続された前記複数
の電源全体の出力電圧との差電圧に基づいて、前記複数の電源において不具合が発生した
電源を判定する、
　請求項１に記載の電源装置。
【請求項３】
　前記判定部は、
　前記複数の電源それぞれの出力電圧と、前記スイッチを介して並列接続された前記複数
の電源全体の出力電圧との差電圧のうち最も小さい差電圧に対応する電源において不具合
が発生した電源を判定する、
　請求項２に記載の電源装置。
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【請求項４】
　前記判定部が前記複数の電源において不具合が発生した電源を判定した場合、前記不具
合が発生した電源の出力に接続されている前記スイッチを切断させる第１制御部、
　を備える請求項１から請求項３の何れか一項に記載の電源装置。
【請求項５】
　前記判定部が前記複数の電源において不具合が発生した電源を判定した場合、前記不具
合が発生した電源を停止させる第２制御部、
　請求項１から請求項４の何れか一項に記載の電源装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５の何れか一項に記載の電源装置と、
　前記電源装置から電力が供給される情報処理装置と、
　を備える情報処理システム。
【請求項７】
　出力にスイッチを有する電源であって、前記スイッチを介して並列に接続される複数の
電源を備える電源装置による判定方法であって、
　前記複数の電源それぞれの出力電圧に基づいて、前記複数の電源において不具合が発生
した電源を判定すること、
　を含む電源装置による判定方法。
【請求項８】
　出力にスイッチを有する電源であって、前記スイッチを介して並列に接続される複数の
電源を備える電源装置のコンピュータに、
　前記複数の電源それぞれの出力電圧に基づいて、前記複数の電源において不具合が発生
した電源を判定すること、
　を実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電源装置、情報処理システム、電源装置による判定方法及びプログラムに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　情報処理システムなどを行う装置の中には、電力の供給に冗長性を持たせたものがある
。
　特許文献１には、関連する技術として、ＤＣ－ＤＣコンバータモジュールを複数個並列
に接続して負荷に直流電源を供給する電源装置に関する技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平０６－１２１５２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、電源を（Ｎ＋１）個並列接続し冗長性を持たせた構成の電源装置では、電源
装置から負荷へ電力を供給する配線における寄生インピーダンス、及び、電源装置と負荷
との間に設けられるオアリング素子により電圧降下が生じる。この電圧降下分を調整する
機能として、一般的に、リモートセンス機能やリモートセンシング機能などと呼ばれるも
のがある。リモートセンス機能は、負荷に印加される電圧を電源装置における制御部へフ
ィードバックし、負荷に印加される電圧を目的の電圧に近づけるように電源装置の出力電
圧を調整する機能である。
【０００５】
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　しかしながら、冗長性を持たせた構成の電源装置においてリモートセンス機能を用いる
場合、並列接続された複数の電源のうちのある電源に何等かの不具合が生じ、電源装置の
出力電圧が過電圧になると、負荷に供給される電圧も過電圧となる。そのため、並列接続
された複数の電源のうちの正常な電源の出力電圧は、リモートセンス機能によって負荷に
供給されている過電圧を基準に調整される。つまり、並列接続された複数の電源のうちの
正常な電源は、目的の電圧を出力しているにも関わらず、リモートセンス機能によって出
力電圧が目的の電圧よりも高くなったと認識し、出力電圧を低くするように動作する。そ
の結果、並列接続されたすべての電源が目的の電圧よりも低い異常な電圧となり、電源装
置は、負荷に対して必要な電力を供給することができなくなってしまう。
【０００６】
　一般的に、冗長性を持たせた構成の電源装置を利用する製品では、高い信頼性が求めら
れる。そのため、冗長性を持たせた構成の電源装置を利用する製品では、電源装置から負
荷への電力の供給が停止することは許されない可能性がある。よって、冗長性を持たせた
構成の電源装置において、並列接続された電源の一部に不具合が発生した場合であっても
、電源装置から負荷へ所望の電圧を供給することができることが望ましい。
　そのため、冗長性を持たせた構成の電源装置において、並列接続された電源の一部に不
具合が発生したことを早急に判定することのできる技術が求められている。
【０００７】
　本発明の各態様は、上記の課題を解決することのできる電源装置、情報処理システム、
電源装置による判定方法及びプログラムを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明の一態様によれば、電源装置は、出力にスイッチを
有する電源であって、前記スイッチを介して並列に接続される複数の電源と、前記複数の
電源それぞれの出力電圧と、前記スイッチを介して並列接続された前記複数の電源全体の
出力電圧とに基づいて、前記複数の電源において不具合が発生した電源を判定する判定部
と、を備える。
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明の別の態様によれば、情報処理システムは、上記の
電源装置と、前記電源装置から電力が供給される情報処理装置と、を備える。
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明の別の態様によれば、電源装置による判定方法は、
出力にスイッチを有する電源であって、前記スイッチを介して並列に接続される複数の電
源を備える電源装置による判定方法であって、前記複数の電源それぞれの出力電圧に基づ
いて、前記複数の電源において不具合が発生した電源を判定すること、を含む。
【００１１】
　上記目的を達成するために、本発明の一態様によれば、プログラムは、出力にスイッチ
を有する電源であって、前記スイッチを介して並列に接続される複数の電源を備える電源
装置のコンピュータに、前記複数の電源それぞれの出力電圧に基づいて、前記複数の電源
において不具合が発生した電源を判定すること、を実行させる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の各態様によれば、冗長性を持たせた構成の電源装置において、並列接続された
電源の一部に不具合が発生したことを早急に判定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態による情報処理システムの構成の一例を示す図である。
【図２】本発明の一実施形態による情報処理システムの処理フローの一例を示す図である
。
【図３】本発明の実施形態による最小構成の電源装置を示す図である。
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【図４】少なくとも１つの実施形態に係るコンピュータの構成を示す概略ブロック図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照しながら実施形態について詳しく説明する。
＜実施形態＞
　本発明の一実施形態による情報処理システム１は、図１に示すように、電源装置１０、
情報処理装置２０（負荷の一例）を備える。情報処理システム１は、電源装置１０から情
報処理装置２０へ供給する電力に冗長性を持たせたシステムである。
【００１５】
　電源装置１０は、情報処理装置２０へ電力を供給する装置である。
　電源装置１０は、電源モジュール部１０１ａ１、１０１ａ２、・・・、１０１ａＮ、制
御部１０２、電圧検出回路１０３を備える。
　以下、電源モジュール部１０１ａ１、１０１ａ２、・・・、１０１ａＮを総称して、電
源モジュール部１０１と呼ぶ。なお、図１では、電源モジュール部１０１ａ２～１０１ａ
（Ｎ－１）は省略されている。
【００１６】
　電源モジュール部１０１ａ１は、電圧調整部１０１１ａ１（電源の一例）、電圧検出回
路１０１２ａ１、ＭＯＳＦＥＴ（Ｍｅｔａｌ－Ｏｘｉｄｅ－Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ
　Ｆｉｅｌｄ－Ｅｆｆｅｃｔ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）スイッチ１０１３ａ１（スイッチ
の一例）を備える。
【００１７】
　電源モジュール部１０１ａ２は、電圧調整部１０１１ａ２（電源の一例）、電圧検出回
路１０１２ａ２、ＭＯＳＦＥＴスイッチ１０１３ａ２（スイッチの一例）を備える。
　電源モジュール部１０１ａ（Ｎ－１）は、電圧調整部１０１１ａ（Ｎ－１）（電源の一
例）、電圧検出回路１０１２ａ（Ｎ－１）、ＭＯＳＦＥＴスイッチ１０１３ａ（Ｎ－１）
（スイッチの一例）を備える。
【００１８】
　電源モジュール部１０１ａＮは、電圧調整部１０１１ａＮ（電源の一例）、電圧検出回
路１０１２ａＮ、ＭＯＳＦＥＴスイッチ１０１３ａＮ（スイッチの一例）を備える。
　なお、電圧調整部１０１１ａ１、１０１１ａ２、・・・、１０１１ａＮを総称して、電
圧調整部１０１１（電源の一例）と呼ぶ。また、電圧検出回路１０１２ａ１、１０１２ａ
２、・・・、１０１２ａＮを総称して、電圧検出回路１０１２と呼ぶ。また、ＭＯＳＦＥ
Ｔスイッチ１０１３ａ１、１０１３ａ２、・・・、１０１３ａＮを総称して、ＭＯＳＦＥ
Ｔスイッチ１０１３（スイッチの一例）と呼ぶ。
【００１９】
　制御部１０２は、電圧制御部１０２１（第２制御部の一例）、過電圧制御部１０２２、
スイッチ制御部１０２３（第１制御部の一例）を備える。
　過電圧制御部１０２２は、演算部１０２２ａ（判定部の一例、第１制御部の一例、第２
制御部の一例）、記憶部１０２２ｂを備える。
【００２０】
　電圧調整部１０１１、電圧検出回路１０１２、ＭＯＳＦＥＴスイッチ１０１３のそれぞ
れは、第１端子、第２端子、第３端子を備える。電圧制御部１０２１は、第１端子、第２
端子、第３端子、・・・、第（Ｎ＋２）端子を備える。過電圧制御部１０２２は、第１端
子、第２端子、第３端子、第４端子、・・・、第（Ｎ＋３）端子を備える。スイッチ制御
部は、第１端子、第２端子、・・・、第（Ｎ＋１）端子を備える。電圧検出回路１０３は
、第１端子、第２端子、第３端子、第４端子を備える。情報処理装置２０は、第１端子を
備える。
【００２１】
　電圧調整部１０１１の第１端子のそれぞれは、外部から電圧を受ける端子である。電圧
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調整部１０１１ａ１の第２端子は、電圧検出回路１０１２ａ１の第１端子に接続される。
電圧調整部１０１１ａ１の第３端子は、電圧制御部１０２１の第３端子に接続される。電
圧調整部１０１１ａ２の第２端子は、電圧検出回路１０１２ａ２の第１端子に接続される
。電圧調整部１０１１ａ２の第３端子は、電圧制御部１０２１の第４端子に接続される。
電圧調整部１０１１ａＮの第２端子は、電圧検出回路１０１２ａＮの第１端子に接続され
る。電圧調整部１０１１ａＮの第３端子は、電圧制御部１０２１の第（Ｎ＋２）端子に接
続される。
【００２２】
　電圧検出回路１０１２ａ１の第２端子は、ＭＯＳＦＥＴスイッチ１０１３ａ１の第１端
子に接続される。電圧検出回路１０１２ａ１の第３端子は、過電圧制御部１０２２の第４
端子に接続される。電圧検出回路１０１２ａ２の第２端子は、ＭＯＳＦＥＴスイッチ１０
１３ａ２の第１端子に接続される。電圧検出回路１０１２ａ２の第３端子は、過電圧制御
部１０２２の第５端子に接続される。電圧検出回路１０１２ａＮの第３端子は、過電圧制
御部１０２２の第（Ｎ＋３）端子に接続される。
【００２３】
　ＭＯＳＦＥＴスイッチ１０１３の第２端子のそれぞれは、電圧検出回路１０３の第１端
子に接続される。ＭＯＳＦＥＴスイッチ１０１３ａ１の第３端子は、スイッチ制御部１０
２３の第２端子に接続される。ＭＯＳＦＥＴスイッチ１０１３ａ２の第３端子は、スイッ
チ制御部１０２３の第２端子に接続される。ＭＯＳＦＥＴスイッチ１０１３ａＮの第３端
子は、スイッチ制御部１０２３の第（Ｎ＋１）端子に接続される。
【００２４】
　電圧制御部１０２１の第１端子は、電圧検出回路１０３の第３端子に接続される。電圧
制御部１０２１の第２端子は、過電圧制御部１０２２の第１端子に接続される。過電圧制
御部１０２２の第２端子は、スイッチ制御部１０２３の第１端子に接続される。過電圧制
御部１０２２の第３端子は、電圧検出回路１０３の第４端子に接続される。電圧検出回路
１０３の第２端子は、情報処理装置２０の第１端子に接続される。
【００２５】
　なお、電圧制御部１０２１の第１端子及び電圧検出回路１０３の第３端子は、リモート
センス線Ｌ１を介して接続される。また、電圧調整部１０１１の第３端子のそれぞれと電
圧制御部１０２１の第３～第（Ｎ＋２）端子のそれぞれは、電圧調整部制御線Ｌ２を介し
て接続される。また、電圧検出回路１０１２の第３端子のそれぞれと過電圧制御部１０２
２の第４～第（Ｎ＋３）端子のそれぞれは、電圧センス線Ｌ３を介して接続される。また
、過電圧制御部１０２２の第３端子と電圧検出回路１０３の第４端子は、電圧センス線Ｌ
４を介して接続される。また、ＭＯＳＦＥＴスイッチ１０１３の第３端子のそれぞれとス
イッチ制御部１０２３の第２～第（Ｎ＋１）端子のそれぞれは、ＭＯＳＦＥＴスイッチ制
御線Ｌ５を介して接続される。
【００２６】
　電圧調整部１０１１のそれぞれは、外部から受ける電圧から制御部１０２による制御に
応じて調整した電圧を生成する。電圧調整部１０１１のそれぞれは、生成した電圧を、対
応する電圧検出回路１０１２を介して対応するＭＯＳＦＥＴスイッチ１０１３（すなわち
、接続されている電圧検出回路１０１２を介して、その電圧検出回路１０１２に接続され
ているＭＯＳＦＥＴスイッチ１０１３）に出力する。
【００２７】
　電圧検出回路１０１２のそれぞれは、対応する電圧調整部１０１１が出力する電圧の値
を検出する。電圧検出回路１０１２のそれぞれは、検出した電圧値を過電圧制御部１０２
２に出力する。
【００２８】
　ＭＯＳＦＥＴスイッチ１０１３のそれぞれは、電源モジュール部１０１を並列接続させ
、電源モジュール部１０１のオアリングを実現するスイッチである。ＭＯＳＦＥＴスイッ
チ１０１３のそれぞれは、スイッチ制御部１０２３による制御に応じてオン状態（すなわ
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ち、閉状態）またはオフ状態（すなわち、開状態）となる。ＭＯＳＦＥＴスイッチ１０１
３のそれぞれは、オン状態の場合、対応する電圧調整部１０１１が出力する電圧を、電圧
検出回路１０３を介して情報処理装置２０に出力する。
【００２９】
　過電圧制御部１０２２は、演算部１０２２ａ、記憶部１０２２ｂを備える。
　演算部１０２２ａは、電圧検出回路１０１２ａ１～１０１２ａｎのそれぞれが検出した
出力端電圧Ｖｌと、出力端過電圧閾値Ｖｌｏｖとを比較する。また、演算部１０２２ａは
、電圧検出回路１０３が検出した負荷端電圧Ｖｒと、負荷端過電圧閾値Ｖｒｏｖとを比較
する。
　演算部１０２２ａは、それらの比較結果に基づいて、出力端電圧Ｖｌおよび負荷端電圧
Ｖｒが正常であるか否かを判定する。
【００３０】
　例えば、演算部１０２２ａは、負荷端電圧Ｖｒが負荷端過電圧閾値Ｖｒｏｖを超えてお
らず、出力端電圧Ｖｌが出力端過電圧閾値Ｖｌｏｖを超えていないと判定した場合、出力
端電圧Ｖｌおよび負荷端電圧Ｖｒが正常であると判断する。そして、演算部１０２２ａは
、ＭＯＳＦＥＴスイッチ１０１３のそれぞれをＯＮ状態またはＯＦＦ状態にさせる指示を
スイッチ制御部１０２３に送信する。なお、このＯＦＦ状態にする指示は、出力端電圧Ｖ
ｌおよび負荷端電圧Ｖｒが正常であると演算部１０２２ａが判断し、ＭＯＳＦＥＴスイッ
チ１０１３において電圧検出回路１０３側から電圧検出回路１０１２側へ電流が流れる可
能性があると判定された場合、オアリング状態を維持するために、その感知された電流を
流しているＭＯＳＦＥＴスイッチ１０１３のそれぞれをＯＦＦ状態にさせる指示をスイッ
チ制御部１０２３に送信する。例えば、演算部１０２２ａは、ＭＯＳＦＥＴスイッチ１０
１３それぞれについて、第１端子と第２端子の間電圧、すなわち、ソース－ドレイン間電
圧を測定し、測定した電圧が所定のしきい値以下となった場合に（つまり、ソースの電位
がドレインの電位よりも高く、電圧差が所定のしきい値以下となった場合に）、電圧検出
回路１０３側から電圧検出回路１０１２側へ電流が流れる可能性があると判定する。
【００３１】
　また、例えば、演算部１０２２ａは、負荷端電圧Ｖｒが負荷端過電圧閾値Ｖｒｏｖを超
えていると判定した場合、負荷端にて過電圧異常が発生したと判定する。この場合、演算
部１０２２ａは、電圧検出回路１０３が検出した負荷端電圧Ｖｒと電圧検出回路１０１２
ａ１～１０１２ａｎのそれぞれが検出した出力端電圧Ｖｌとの差電圧Ｖｄｉｆ（Ｖｄｉｆ
＝Ｖｌ－Ｖｒ）を算出する。演算部１０２２ａは、算出した差電圧Ｖｄｉｆのそれぞれを
比較する。演算部１０２２ａは、比較結果に基づいて、算出した差電圧Ｖｄｉｆの中で最
も小さい差電圧Ｖｄｉｆを特定する。
　そして、演算部１０２２ａは、最も小さい差電圧Ｖｄｉｆに対応するＭＯＳＦＥＴスイ
ッチ１０１３をＯＦＦ状態にさせる指示をスイッチ制御部１０２３に送信する。また、演
算部１０２２ａは、最も小さい差電圧Ｖｄｉｆに対応する電圧調整部１０１１を停止させ
る指示を電圧制御部１０２１に送信する。
【００３２】
　また、例えば、演算部１０２２ａは、出力端電圧Ｖｌが出力端過電圧閾値Ｖｌｏｖを超
えていると判定した場合、出力端にて過電圧異常が発生したと判定する。この場合、演算
部１０２２ａは、その出力端電圧Ｖｌを検出した電圧検出回路１０１２に対応するＭＯＳ
ＦＥＴスイッチ１０１３をＯＦＦ状態にさせる指示をスイッチ制御部１０２３に送信する
。また、演算部１０２２ａは、その電圧検出回路１０１２に対応する電圧調整部１０１１
を停止させる指示を電圧制御部１０２１に送信する。
【００３３】
　記憶部１０２２ｂは、出力端過電圧閾値Ｖｌｏｖ及び負荷端過電圧閾値Ｖｒｏｖを予め
記憶する。
【００３４】
　電圧制御部１０２１は、演算部１０２２ａからの指示に応じて、最も小さい差電圧Ｖｄ



(7) JP 6828969 B1 2021.2.10

10

20

30

40

50

ｉｆに対応する電圧調整部１０１１を停止させる。
【００３５】
　スイッチ制御部１０２３は、演算部１０２２ａからの指示に応じて、最も小さい差電圧
Ｖｄｉｆに対応するＭＯＳＦＥＴスイッチ１０１３をＯＦＦ状態にさせる。
【００３６】
　次に、情報処理システム１が行う並列接続された電源の一部に不具合が発生したことを
検出する処理について説明する。
　ここでは、図２に示す情報処理システム１の処理フローについて説明する。
【００３７】
　以下の処理は、例えば、外部から情報処理システム１に開始情報が入力されることによ
って開始される。
　演算部１０２２ａは、電圧検出回路１０１２ａ１～１０１２ａｎのそれぞれが検出した
出力端電圧Ｖｌを電圧センス線Ｌ３を介して取得する（ステップＳ１０１）。また、演算
部１０２２ａは、電圧検出回路１０３が検出した負荷端電圧Ｖｒを電圧センス線Ｌ４を介
して取得する（ステップＳ１０１）。
【００３８】
　演算部１０２２ａは、電圧検出回路１０３が検出した負荷端電圧Ｖｒと、負荷端過電圧
閾値Ｖｒｏｖとを比較する。演算部１０２２ａは、その比較結果に基づいて、負荷端電圧
Ｖｒが正常であるか否かを判定する。
　具体的には、演算部１０２２ａは、負荷端電圧Ｖｒが負荷端過電圧閾値Ｖｒｏｖを超え
ているか否かを判定する（ステップＳ１０２）。
【００３９】
　演算部１０２２ａは、負荷端電圧Ｖｒが負荷端過電圧閾値Ｖｒｏｖを超えていないと判
定した場合（ステップＳ１０２においてＮＯ）、ステップＳ１０１の処理に戻す。
【００４０】
　また、演算部１０２２ａは、負荷端電圧Ｖｒが負荷端過電圧閾値Ｖｒｏｖを超えている
と判定した場合（ステップＳ１０２においてＹＥＳ）、負荷端にて過電圧異常が発生した
と判定する。この場合、演算部１０２２ａは、電圧検出回路１０３が検出した負荷端電圧
Ｖｒと電圧検出回路１０１２ａ１～１０１２ａｎのそれぞれが検出した出力端電圧Ｖｌと
の差電圧Ｖｄｉｆ（Ｖｄｉｆ＝Ｖｌ－Ｖｒ）を算出する（ステップＳ１０３）。
【００４１】
　演算部１０２２ａは、算出した差電圧Ｖｄｉｆのそれぞれを比較する（ステップＳ１０
４）。演算部１０２２ａは、比較結果に基づいて、算出した差電圧Ｖｄｉｆの中で最も小
さい差電圧Ｖｄｉｆを特定する。そして、演算部１０２２ａは、最も小さい差電圧Ｖｄｉ
ｆに対応するＭＯＳＦＥＴスイッチ１０１３をＯＦＦ状態にさせる指示をスイッチ制御部
１０２３に送信する（ステップＳ１０５）。スイッチ制御部１０２３は、演算部１０２２
ａからのこの指示に応じて、最も小さい差電圧Ｖｄｉｆに対応するＭＯＳＦＥＴスイッチ
１０１３をＯＦＦ状態にさせる（ステップＳ１０５）。また、演算部１０２２ａは、最も
小さい差電圧Ｖｄｉｆに対応する電圧調整部１０１１を停止させる指示を電圧制御部１０
２１に送信する（ステップＳ１０５）。電圧制御部１０２１は、演算部１０２２ａからの
この指示に応じて、最も小さい差電圧Ｖｄｉｆに対応する電圧調整部１０１１を停止させ
る（ステップＳ１０５）。
【００４２】
　また、演算部１０２２ａは、電圧検出回路１０１２ａ１～１０１２ａｎのそれぞれが検
出した出力端電圧Ｖｌと、出力端過電圧閾値Ｖｌｏｖとを比較する。演算部１０２２ａは
、それらの比較結果に基づいて、出力端電圧Ｖｌが正常であるか否かを判定する。
　具体的には、演算部１０２２ａは、出力端電圧Ｖｌが出力端過電圧閾値Ｖｌｏｖを超え
ているか否かを判定する（ステップＳ２０２）。
【００４３】
　演算部１０２２ａは、出力端電圧Ｖｌが出力端過電圧閾値Ｖｌｏｖを超えていないと判
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定した場合（ステップＳ２０２においてＮＯ）、ステップＳ１０１の処理に戻す。
【００４４】
　また、演算部１０２２ａは、出力端電圧Ｖｌが出力端過電圧閾値Ｖｌｏｖを超えている
と判定した場合（ステップＳ２０２においてＹＥＳ）、出力端にて過電圧異常が発生した
と判定する。この場合、演算部１０２２ａは、その出力端電圧Ｖｌを検出した電圧検出回
路１０１２に対応するＭＯＳＦＥＴスイッチ１０１３をＯＦＦ状態にさせる指示をスイッ
チ制御部１０２３に送信する（ステップＳ２０３）。スイッチ制御部１０２３は、演算部
１０２２ａからのこの指示に応じて、電圧検出回路１０１２に対応するＭＯＳＦＥＴスイ
ッチ１０１３をＯＦＦ状態にさせる（ステップＳ２０３）。また、演算部１０２２ａは、
その電圧検出回路１０１２に対応する電圧調整部１０１１を停止させる指示を電圧制御部
１０２１に送信する（ステップＳ２０３）。電圧制御部１０２１は、演算部１０２２ａか
らのこの指示に応じて、電圧検出回路１０１２に対応する電圧調整部１０１１を停止させ
る（ステップＳ２０３）。
【００４５】
　以上、本発明の一実施形態による情報処理システム１について説明した。
　情報処理システム１において、電源装置１０は、出力にＭＯＳＦＥＴスイッチ１０１３
を有する複数の電圧調整部１０１１であって、ＭＯＳＦＥＴスイッチ１０１３を介して並
列に接続される複数の電圧調整部１０１１と、電圧調整部１０１１それぞれの出力電圧と
、ＭＯＳＦＥＴスイッチ１０１３を介して並列接続された複数の電圧調整部１０１１全体
の出力電圧とに基づいて、複数の電圧調整部１０１１において不具合が発生した電圧調整
部１０１１電源を判定する演算部１０２２ａと、を備える。
【００４６】
　こうすることで、電源装置１０は、冗長性を持たせた構成の電源装置において、並列接
続された電源の一部に不具合が発生したことを早急に判定することができる。
【００４７】
　また、情報処理システム１において、電源装置１０は、演算部１０２２ａが複数の電圧
調整部１０１１において不具合が発生した電圧調整部１０１１を判定した場合、不具合が
発生した電圧調整部１０１１の出力に接続されているＭＯＳＦＥＴスイッチ１０１３を切
断させる。
【００４８】
　こうすることで、電源装置１０は、Ｎ冗長構成で情報処理装置２０に接続され、リモー
トセンス機能を使用している電源モジュール部１０１ａ２～１０１ａ（Ｎ－１）の中で、
どの電圧調整部１０１１の出力が想定より高い出力電圧となっているかを演算部１０２２
ａによって検出し、演算部１０２２ａからスイッチ制御部１０２３を介してオアリング用
のＭＯＳＦＥＴスイッチ１０１３をＯＦＦ状態にして、異常となっている電源モジュール
部１０１を給電経路から切り離すことで、負荷である情報処理装置２０への給電を継続す
ることが可能となる。
【００４９】
　その結果、電源装置１０は、冗長性を持たせた構成の電源装置１０において、並列接続
された電圧調整部１０１１の一部に不具合が発生した場合であっても、電源装置１０から
負荷である情報処理装置２０へ所望の電圧を供給することができる。
【００５０】
　また、情報処理システム１において、電源装置１０は、演算部１０２２ａが複数の電圧
調整部１０１１において不具合が発生した電圧調整部１０１１を判定した場合、不具合が
発生した電圧調整部１０１１を停止させる。
【００５１】
　こうすることで、電源装置１０は、Ｎ冗長構成で情報処理装置２０に接続され、リモー
トセンス機能を使用している電源モジュール部１０１ａ２～１０１ａ（Ｎ－１）の中で、
どの電圧調整部１０１１の出力が想定より高い出力電圧となっているかを演算部１０２２
ａによって検出し、電圧調整部１０１１の出力電圧において過電圧保護をかけることで電
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源モジュール部１０１内の素子や周辺回路の保護が可能となる。
【００５２】
　その結果、電源装置１０は、冗長性を持たせた構成の電源装置１０において、並列接続
された電圧調整部１０１１の一部に不具合が発生した場合であっても、電源装置１０から
負荷である情報処理装置２０へ所望の電圧を供給することができる。
【００５３】
　本発明の実施形態による最小構成の電源装置１０について説明する。
　本発明の実施形態による最小構成の電源装置１０は、図３に示すように、複数の電源１
０ａ、判定部１０ｂを備える。
　複数の電源１０ａは、出力にスイッチを有する電源であって、前記スイッチを介して並
列に接続される。
　判定部１０ｂは、複数の電源１０ａそれぞれの出力電圧と、前記スイッチを介して並列
接続された前記複数の電源１０ａ全体の出力電圧とに基づいて、前記複数の電源１０ａに
おいて不具合が発生した電源を判定する。
【００５４】
　こうすることで、電源装置１０は、冗長性を持たせた構成の電源装置であって、並列接
続された電源の一部に不具合が発生したことを早急に判定することができる。
【００５５】
　なお、本発明の実施形態における処理は、適切な処理が行われる範囲において、処理の
順番が入れ替わってもよい。
【００５６】
　例えば、本発明の一実施形態における処理は、図２に示すように、ステップＳ１０２～
ステップＳ１０５の処理と、ステップＳ２０１～ステップＳ２０２の処理とを並列に、す
なわち、演算部１０２２ａが並列処理するものとして説明した。
　しかしながら、本発明の別の実施形態における処理は、演算部１０２２ａが直列に処理
するもの、すなわち、ステップＳ１０２～ステップＳ１０５の処理を行った後にステップ
Ｓ２０１～ステップＳ２０２の処理を行うもの、または、ステップＳ２０１～ステップＳ
２０２の処理を行った後にステップＳ１０２～ステップＳ１０５の処理を行うものであっ
てもよい。
【００５７】
　本発明の実施形態について説明したが、上述の情報処理システム１、電源装置１０、情
報処理装置２０、その他の制御装置は内部に、コンピュータシステムを有していてもよい
。そして、上述した処理の過程は、プログラムの形式でコンピュータ読み取り可能な記録
媒体に記憶されており、このプログラムをコンピュータが読み出して実行することによっ
て、上記処理が行われる。コンピュータの具体例を以下に示す。
　図４は、少なくとも１つの実施形態に係るコンピュータの構成を示す概略ブロック図で
ある。
【００５８】
　コンピュータ５は、図４に示すように、ＣＰＵ６、メインメモリ７、ストレージ８、イ
ンターフェース９を備える。
　例えば、上述の情報処理システム１、電源装置１０、情報処理装置２０、その他の制御
装置のそれぞれは、コンピュータ５に実装される。そして、上述した各処理部の動作は、
プログラムの形式でストレージ８に記憶されている。ＣＰＵ６は、プログラムをストレー
ジ８から読み出してメインメモリ７に展開し、当該プログラムに従って上記処理を実行す
る。また、ＣＰＵ６は、プログラムに従って、上述した各記憶部に対応する記憶領域をメ
インメモリ７に確保する。なお、プログラムには、ＢＩＯＳ１４１、ＢＭＣファームウェ
ア１３１が含まれる。
【００５９】
　ストレージ８の例としては、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）、ＳＳＤ（Ｓ
ｏｌｉｄ　Ｓｔａｔｅ　Ｄｒｉｖｅ）、磁気ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ（
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Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＤＶＤ－ＲＯＭ（Ｄ
ｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｃ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、
半導体メモリ等が挙げられる。ストレージ８は、コンピュータ５のバスに直接接続された
内部メディアであってもよいし、インターフェース９または通信回線を介してコンピュー
タ５に接続される外部メディアであってもよい。また、このプログラムが通信回線によっ
てコンピュータ５に配信される場合、配信を受けたコンピュータ５が当該プログラムをメ
インメモリ７に展開し、上記処理を実行してもよい。少なくとも１つの実施形態において
、ストレージ８は、一時的でない有形の記憶媒体である。
【００６０】
　また、上記プログラムは、前述した機能の一部を実現してもよい。さらに、上記プログ
ラムは、前述した機能をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラムとの組
み合わせで実現できるファイル、いわゆる差分ファイル（差分プログラム）であってもよ
い。
【００６１】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例であり、発明の範
囲を限定しない。これらの実施形態は、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の追加、省
略、置き換え、変更を行ってよい。
【符号の説明】
【００６２】
１・・・情報処理システム
５・・・コンピュータ
６・・・ＣＰＵ
７・・・メインメモリ
８・・・ストレージ
９・・・インターフェース
１０・・・電源装置
１０ａ・・・電源
１０ｂ・・・判定部
２０・・・情報処理装置
１０１、１０１ａ１、１０１ａ２、・・・、１０１ａＮ・・・電源モジュール部
１０２・・・制御部
１０３、１０１２、１０１２ａ１、１０１２ａ２、・・・、１０１２ａＮ・・・電圧検出
回路
１０１１、１０１１ａ１、１０１１ａ２、・・・、１０１１ａＮ・・・電圧調整部
１０１３、１０１３ａ１、１０１３ａ２、・・・、１０１３ａＮ・・・ＭＯＳＦＥＴスイ
ッチ
１０２１・・・電圧制御部
１０２２・・・過電圧制御部
１０２２ａ・・・演算部
１０２２ｂ・・・記憶部
１０２３・・・スイッチ制御部
【要約】
【課題】冗長性を持たせた構成の電源装置であって、並列接続された電源の一部に不具合
が発生したことを早急に判定することのできる電源装置を提供する。
【解決手段】電源装置は、出力にスイッチを有する電源であって、前記スイッチを介して
並列に接続される複数の電源と、前記複数の電源それぞれの出力電圧と、前記スイッチを
介して並列接続された前記複数の電源全体の出力電圧とに基づいて、前記複数の電源にお
いて不具合が発生した電源を判定する判定部と、を備える。
【選択図】図３
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